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H.22.10.12
(有)フォレスト

鍋谷 孝

ワイヤレス型触図筆ペン市場調査

件名：遠き道展 触図筆ペンワークショップ

日時：2010 年（平成 22 年）10 月 9・10 日

場所：大三島美術館(愛媛県今治市) 1 階

参加者

遠き道展 実行委員長 森 賢司

香川盲学校 栗田 晃宜

特総研 土井 幸輝

(有)安久工機 田中 隆・田中葉子

カメラマン 森谷 修

(有)フォレスト 鍋谷 孝 高田栄一

調査の目的 １．従来型触図筆ペンの使い勝手の確認

２．ワイヤレス型触図筆ペンの形状調査

３．触図筆ペン 普及促進のための調査

４．その他

１０月９日開催 遠き道展 ワークショップ

対象者 視覚障害者（全盲、弱視）

付添い者 １回１０名 ２回開催

施設ならび学校関係者

１. 遠き道展ワークショップ概要

１回 約 ４５分

会議用テーブル（４５０×１８００） 従来型触図筆ペン各８台

ビーボ（コード付きタイプ）2 台

テーブルには折りたたみ椅子 参加者２脚 画家用２脚 ボランティア用２脚

画用紙（右上に○△□を触図ペンで事前に描いたものを用意）

みつろう、たけひご、木のへらを用意

参加者： 四国市内の視聴覚障害者 １回 １０名参加 ２回開催

指導者： 遠き道展出展者 画家を中心にボランティア １名につき５名程度

アシスタント及び調査： 栗田・土井・田中隆、葉子・高田・鍋谷

進行

主催者森氏のあいさつ後、香川盲学校の栗田先生の説明後、それぞれのテーブルにて
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画家の方々が説明をする(画家の方々は、触図筆ペン経験者が殆ど)。

その後、各テーブルでワークショップ開始。約４５分間で製作をする

普及促進の観点から考える遠き道展ワークショップについて

1.参加者ならびに関係者にたいして触図ペンについてのアピールの改善

参加者、ボランティアが満足したことは十分に評価することである。

しかし、参加者、ボランティアに触図筆ペンを利用してもらう、広めていただく

方策をする必要性がある。

① 開始前の告知 開始する前に、あらかじめ触図ペン説明担当者をきめておく。

栗田先生もお話したが、触図ペンの説明が少なかったので、判りにくかったかもし

れない(道路事情で参加者の到着が遅れスタートが遅れたのも原因のひとつ)。

② 開始後のふりかえりとまとめ

参加者の声を全員で聞く場が欲しい。それぞれの参加者、関係者のよろこびの声を

聞くことでさらに共感の輪が広がる。その中で、栗田先生、田中氏の触図筆ペンの

開発話なども含め、また購入現状の厳しさもアピールする。

２０～３０分程度は必要であると思われる。

③ ボランティア、画家先生の触図筆ペン体験

今回は参加者中心だか、関係者の理解を深めるためには関係者自身の体験、体

感が必要である。そこで、コースタ―などの小さなものに

みんなで描く時間も必要。より参加者との共感が広がる。

また、関係者が持ち帰るものができることで、記憶が深いものになり、また

他社への説明ツールになり、普及・知名度拡大の手段となる

④ 必要ツール

※特製コースターの製作 上記のボランティアが持ち帰るものとしてコースター

が最適ではないか。表面は体験用として無地。裏面には触図ペン、安久工機の情報

を印刷する。（裏面はスポンサーとタイアップも可）

※写真パネルの設置

触図筆ペンを使った盲学校の授業風景、ライオンズクラブの盲学校への寄贈風景な

ど→実際に使っている場面を視覚化し、関係者の理解を深める

※将来的には簡単なパンフレット

⑤カリキュラム案

以上のことから、ワークショップも １回９０分程度×１回～２回/日

タイムスケジュール

主催者あいさつ ５分

ワークショップ進行係から５分 （ワーショップの内容と触図ペンの簡単説明）
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ワークショップ ５０分 （コースターの時間も含め）

感想やお話 ３０分

2．開発モニター コード付きビーボタイプついて

① みつろう君にくらべ、線の細かいところまで描ける

ミリ単位の表現も可能

従来型より細かい表現ができることで利用者の表現力がアップする

（指導いただいた画家）

② 先端部分が熱さを感じる。やけどするほどではないが、最初に触れると少し驚く人もい

る。→前もって十分な説明が必要

③ ペン先周辺指先があたる部分の遊び 熱さとともにボールペンの指先部分にあた

る部分にやわらかさが欲しい（松山盲学校教諭）

→断熱効果のあるゴムキャップ等

④ 蜜蝋のたれ ペンを斜めにするとペン内部に入っているみつろうがたれてしまう。

→改造必要

ワークショップ風景
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遠き道展パンフレット(表)
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遠き道展パンフレット(裏)


